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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体（以下、「機密印刷媒体」と称す）が
印刷装置内に存在する場合に、前記印刷装置から前記機密印刷媒体を取り出すための操作
を禁止する禁止手段と、
　特定の利用者の認証情報が入力されると、前記禁止を解除する禁止解除手段と、
　前記印刷装置に印刷要求を実行させる印刷要求実行手段と、
　を有し、
　前記印刷要求実行手段により印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体に係る印刷要求
に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前記印刷装置内に存在しないように、前
記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる、ことを特徴とする印刷装置の制御装置。
【請求項２】
　印刷装置で機密印刷媒体の紙詰まりが発生した場合に、前記印刷装置から前記機密印刷
媒体を取り出すための操作を禁止する禁止手段と、
　特定の利用者の認証情報が入力されると、前記禁止を解除する禁止解除手段と、
　前記印刷装置に印刷要求を実行させる印刷要求実行手段と、
　を有し、
　前記印刷要求実行手段により印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体に係る印刷要求
に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前記印刷装置内に存在しないように、前
記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させることを特徴とする印刷装置の制御装置。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載の印刷装置の制御装置であって、
　前記禁止手段は、開くことにより前記機密印刷媒体の取り出しが可能となる特定の扉の
開操作を禁止する、
　ことを特徴とする印刷装置の制御装置。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の印刷装置の制御装置であって、
　前記印刷要求実行手段は、前記２つの印刷要求の要求元が互いに異なる場合に、前記間
隔を空けて実行させる処理を行う、
　ことを特徴とする印刷装置の制御装置。
【請求項５】
　請求項１または２または４に記載の印刷装置の制御装置であって、
　前記印刷要求実行手段は、前記２つの印刷要求の要求元が互いに同じである場合には、
前記間隔を空けて実行させる処理を行わない、
　ことを特徴とする印刷装置の制御装置。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の印刷装置の制御装置であって、
　前記印刷要求実行手段は、同一の要求元からの機密情報を含む少なくとも２つの印刷要
求が存在し、要求順において前記機密情報を含む２つの印刷要求の間に他の要求元からの
印刷要求が存在する場合、前記機密情報を含む２つの印刷要求が続けて実行されるように
印刷要求の処理の順序を入れ替える、
　ことを特徴とする印刷装置の制御装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の印刷装置の制御装置であって、
　前記禁止手段により前記機密印刷媒体を取り出すための操作が禁止された場合に、その
旨を示す情報を表示させる表示制御手段をさらに有する、
　ことを特徴とする印刷装置の制御装置。
【請求項８】
　機密印刷媒体が印刷装置内に存在する場合に、前記印刷装置から前記機密印刷媒体を取
り出すための操作を禁止する禁止手段と、
　特定の利用者の認証情報が入力されると、前記禁止を解除する禁止解除手段と、
　前記印刷装置に印刷要求を実行させる印刷要求実行手段と、
　を有し、
　前記印刷要求実行手段により印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体に係る印刷要求
に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前記印刷装置内に存在しないように、前
記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる、ことを特徴とする印刷装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の印刷装置であって、
　当該印刷装置内の印刷媒体を取り出すための操作を禁止する禁止状態と、前記印刷媒体
を取り出すための操作を許容する許容状態とを有し、禁止状態から許容状態への遷移およ
び許容状態から禁止状態への遷移が通電により可能であり、禁止状態および許容状態が無
通電で保持される機構を有し、
　前記禁止手段は、機密印刷媒体が当該印刷装置内に存在する場合に、前記機構を前記禁
止状態に遷移させ、
　前記禁止解除手段は、前記特定の利用者の認証情報が入力されると、前記機構を前記許
容状態に遷移させる、
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　機密印刷媒体が印刷装置内に存在する場合に、前記印刷装置から前記機密印刷媒体を取
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り出すための操作を禁止するステップと、
　特定の利用者の認証情報が入力されると、前記禁止を解除するステップと、
　前記印刷装置に印刷要求を実行させる印刷要求実行ステップと、
　を実行させるための制御プログラムであって、
　前記印刷要求実行ステップにより印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体に係る印刷
要求に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前記印刷装置内に存在しないように
、前記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる、ことを特徴とする制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置の制御装置、印刷装置、および制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、待機ジョブの指定を伴う待機ジョブアクセス要求入力があると、当該
指定された待機ジョブに対応して記憶されたユーザ識別情報が、装置使用権所有ユーザと
して現在認証されているユーザのユーザ識別情報と一致する場合に限り、当該待機ジョブ
へのアクセスを許可し、当該待機ジョブについて所定のアクセス制御（参照、削除、変更
等）を行う画像出力装置が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３２８３２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体が見られることによる機密情報の漏洩
を防止することが可能な印刷装置の制御装置、印刷装置、または制御プログラムを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る印刷装置の制御装置は、機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体
（以下、「機密印刷媒体」と称す）が印刷装置内に存在する場合に、前記印刷装置から前
記機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止する禁止手段と、特定の利用者の認証情報が
入力されると、前記禁止を解除する禁止解除手段と、前記印刷装置に印刷要求を実行させ
る印刷要求実行手段と、を有し、前記印刷要求実行手段により印刷要求を実行させる際は
、機密印刷媒体に係る印刷要求に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前記印刷
装置内に存在しないように、前記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる、ことを特徴
とする。
【０００６】
　また、本発明に係る印刷装置の制御装置は、印刷装置で機密印刷媒体の紙詰まりが発生
した場合に、前記印刷装置から前記機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止する禁止手
段と、特定の利用者の認証情報が入力されると、前記禁止を解除する禁止解除手段と、前
記印刷装置に印刷要求を実行させる印刷要求実行手段と、を有し、前記印刷要求実行手段
により印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体に係る印刷要求に先行する印刷要求に係
る印刷途中の印刷媒体が前記印刷装置内に存在しないように、前記２つの印刷要求を間隔
を空けて実行させる、ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の一態様では、前記禁止手段は、開くことにより前記機密印刷媒体の取り出しが
可能となる特定の扉の開操作を禁止する。
【０００９】
　また、本発明の一態様では、前記印刷要求実行手段は、前記２つの印刷要求の要求元が
互いに異なる場合に、前記間隔を空けて実行させる処理を行う。
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【００１０】
　また、本発明の一態様では、前記印刷要求実行手段は、前記２つの印刷要求の要求元が
互いに同じである場合には、前記間隔を空けて実行させる処理を行わない。
【００１１】
　また、本発明の一態様では、前記印刷要求実行手段は、同一の要求元からの機密情報を
含む少なくとも２つの印刷要求が存在し、要求順において前記機密情報を含む２つの印刷
要求の間に他の要求元からの印刷要求が存在する場合、前記機密情報を含む２つの印刷要
求が続けて実行されるように印刷要求の処理の順序を入れ替える。
【００１２】
　また、本発明の一態様では、前記禁止手段により前記機密印刷媒体を取り出すための操
作が禁止された場合に、その旨を示す情報を表示させる表示制御手段をさらに有する。
【００１３】
　本発明に係る印刷装置は、機密印刷媒体が印刷装置内に存在する場合に、前記印刷装置
から前記機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止する禁止手段と、特定の利用者の認証
情報が入力されると、前記禁止を解除する禁止解除手段と、前記印刷装置に印刷要求を実
行させる印刷要求実行手段と、を有し、前記印刷要求実行手段により印刷要求を実行させ
る際は、機密印刷媒体に係る印刷要求に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前
記印刷装置内に存在しないように、前記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる、こと
を特徴とする。
【００１４】
　本発明の一態様では、当該印刷装置内の印刷媒体を取り出すための操作を禁止する禁止
状態と、前記印刷媒体を取り出すための操作を許容する許容状態とを有し、禁止状態から
許容状態への遷移および許容状態から禁止状態への遷移が通電により可能であり、禁止状
態および許容状態が無通電で保持される機構を有し、前記禁止手段は、機密印刷媒体が当
該印刷装置内に存在する場合に、前記機構を前記禁止状態に遷移させ、前記禁止解除手段
は、前記特定の利用者の認証情報が入力されると、前記機構を前記許容状態に遷移させる
。
【００１５】
　本発明に係る制御プログラムは、コンピュータに、機密印刷媒体が印刷装置内に存在す
る場合に、前記印刷装置から前記機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止するステップ
と、特定の利用者の認証情報が入力されると、前記禁止を解除するステップと、前記印刷
装置に印刷要求を実行させる印刷要求実行ステップと、を実行させるための制御プログラ
ムであって、前記印刷要求実行ステップにより印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体
に係る印刷要求に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が前記印刷装置内に存在し
ないように、前記２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に記載の発明によれば、機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体が見
られることによる機密情報の漏洩を防止することが可能となると共に、紙詰まりした機密
印刷媒体を取り出すための操作が禁止されることによる、先行する印刷要求への影響を回
避または軽減することが可能となる。
【００１７】
　請求項２に記載の発明によれば、機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体の紙
詰まりが発生した場合に、当該印刷媒体の取り出しによる機密情報の漏洩を防止すること
が可能となると共に、紙詰まりした機密印刷媒体を取り出すための操作が禁止されること
による、先行する印刷要求への影響を回避または軽減することが可能となる。
【００１８】
　請求項３に記載の発明によれば、開操作が禁止される扉を機密印刷媒体に対応する特定
の扉に限定することが可能となり、機密情報の漏洩の防止を図りつつ、利便性の確保を図
ることができる。
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【００２０】
　請求項４に記載の発明によれば、２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる処理を当該
２つの印刷要求の要求元が互いに異なる場合に限定することが可能となり、機密情報の漏
洩の防止を図りつつ、印刷効率の確保を図ることが可能となる。
【００２１】
　請求項５に記載の発明によれば、機密情報の漏洩の防止を図りつつ、印刷効率の確保を
図ることができる。
【００２２】
　請求項６に記載の発明によれば、２つの印刷要求を間隔を空けて実行させる処理の頻度
を減らすことができ、印刷効率の確保を図ることができる。
【００２３】
　請求項７に記載の発明によれば、機密印刷媒体を取り出すための操作が禁止された旨を
利用者に認識させることが可能となる。
【００２４】
　請求項８に記載の発明によれば、機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体が見
られることによる機密情報の漏洩を防止することが可能となると共に、紙詰まりした機密
印刷媒体を取り出すための操作が禁止されることによる、先行する印刷要求への影響を回
避または軽減することが可能となる。
【００２５】
　請求項９に記載の発明によれば、電源が切れた状態における機密情報の漏洩の防止を図
りつつ、利便性の確保を図ることが可能となる。
【００２６】
　請求項１０に記載の発明によれば、機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体が
見られることによる機密情報の漏洩を防止することが可能となると共に、紙詰まりした機
密印刷媒体を取り出すための操作が禁止されることによる、先行する印刷要求への影響を
回避または軽減することが可能となる。
                                                                                
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に従って説明する。
【００２８】
　図１は、本実施の形態に係る印刷装置１の機能構成の一例を示すブロック図である。こ
の印刷装置１は、紙等の印刷媒体に画像を印刷する装置である。本実施の形態では、印刷
装置１は、電子写真方式により印刷を行う。ただし、印刷方式は、電子写真方式に限られ
ず、例えばインクジェット方式など、他の方式であってもよい。
【００２９】
　図１において、印刷装置１は、表示部１０、入力部２０、通信部３０、印刷部４０、お
よび制御部５０を有する。
【００３０】
　表示部１０は、情報を表示するものであり、例えば液晶ディスプレイである。入力部２
０は、利用者からの操作入力を受け付けるものであり、例えば各種の操作ボタンである。
表示部１０および入力部２０は、タッチパネル式の液晶ディスプレイにより実現されても
よい。通信部３０は、有線または無線により、外部の情報処理装置（例えばパーソナルコ
ンピュータ）２と通信を行うものである。印刷部４０は、紙等の印刷媒体に画像を印刷す
るものである。
【００３１】
　制御部５０は、印刷装置１全体を制御するものである。本実施の形態では、制御部５０
は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、メインメモリ
、外部記憶装置などを含み、制御部５０の各種機能は、記録媒体に記録された制御プログ
ラムがメインメモリに読み出されてＣＰＵにより実行されることによって実現される。上
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記制御プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録されて提供されることも可能であ
るし、通信手段により提供されることも可能である。なお、制御部５０の機能の一部また
は全部は、ハードウェアのみにより実現されてもよい。
【００３２】
　制御部５０は、印刷要求受付部５１、印刷要求実行部５２、禁止部５３、禁止解除部５
４、および表示制御部５５を有する。
【００３３】
　印刷要求受付部５１は、印刷要求（印刷ジョブとも呼ばれる）の入力を受け付ける。こ
こで、印刷要求としては、例えば、通信部３０を介して外部の情報処理装置２から入力さ
れる電子文書のプリント要求や、入力部２０を介して利用者から入力される原稿画像のコ
ピー要求、入力部２０を介して利用者から入力される印刷装置１内に保持されている電子
文書のプリント要求などが挙げられる。
【００３４】
　印刷要求実行部５２は、印刷要求受付部５１により受け付けられた印刷要求を印刷装置
１（具体的には印刷部４０）に実行させる。例えば、印刷要求実行部５２は、電子文書の
印刷要求に基づき、印刷部４０に当該電子文書の印刷を実行させる。また例えば、印刷要
求実行部５２は、原稿画像のコピー要求に基づき、不図示の画像読取装置に原稿の画像を
読み取らせて、当該読み取られた原稿の画像を印刷部４０に印刷させる。
【００３５】
　禁止部５３は、機密情報の画像が形成された印刷途中の印刷媒体（以下、「機密印刷媒
体」と称す）が印刷装置１内に存在する場合に、印刷装置１から機密印刷媒体を取り出す
ための操作を禁止する。
【００３６】
　ここで、「機密印刷媒体が印刷装置１内に存在する場合」としては、例えば、機密情報
の印刷中に紙詰まり（ジャムとも呼ばれる）が発生して印刷動作が停止している場合や、
機密情報の印刷中に電源が切られた場合、機密情報の印刷中などが挙げられる。禁止部５
３は、これら全ての場合において禁止処理を実行してもよいし、これらのうちの特定の場
合において禁止処理を実行してもよい。どのような場合に禁止処理を実行するかは、機密
性、利便性、コストなどを考慮して決められればよい。
【００３７】
　「機密印刷媒体が印刷装置１内に存在する場合」に該当するか否かは、適宜の方法によ
り判断可能である。例えば、禁止部５３は、機密情報の画像が印刷媒体に形成されたこと
、および当該機密情報の画像が形成された印刷媒体が印刷途中であることを認識すること
により、機密印刷媒体が印刷装置１内に存在する場合を認識することができる。禁止部５
３は、印刷要求に係る文書が機密情報である旨の利用者からの指定に基づき、機密情報の
画像が印刷媒体に形成されたことを認識することができる。例えば、情報処理装置２は、
利用者から機密指定を受け付けると、機密指定を含む印刷要求を印刷装置１に送り、禁止
部５３は、印刷要求に含まれる機密指定に基づき、機密情報の画像が印刷媒体に形成され
たことを認識する。また例えば、印刷装置１は、入力部２０を介して印刷要求を受け付け
る際に利用者から機密指定を受け付け、当該機密指定に基づき、機密情報の画像が印刷媒
体に形成されたことを認識する。また、禁止部５３は、印刷要求に係る文書に機密情報が
含まれるかどうかをキーワード検索等で判定することにより、機密情報の画像が印刷媒体
に形成されたことを認識することができる。そして、禁止部５３は、印刷媒体の搬送経路
上に設けられたセンサ等で各印刷媒体の位置を検出することにより、機密情報の画像が形
成された印刷媒体が印刷途中であるか否かを判断することができる。
【００３８】
　「印刷装置１から機密印刷媒体を取り出すための操作」としては、例えば、印刷装置１
の扉を開く操作、印刷媒体の搬送路を引き出す操作、印刷媒体を搬送するローラを回転さ
せる操作などが挙げられる。
【００３９】
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　印刷装置１から機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止することは、適宜の手段によ
り実現可能である。一つの態様では、禁止部５３は、電磁ソレノイドや電動モータ等の駆
動装置（アクチュエータ）を制御して、機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止する。
例えば、禁止部５３は、電磁ソレノイドを制御することにより、開くことで機密印刷媒体
の取り出しが可能となる扉に鍵をかけて開かないようにする（ロックする）。
【００４０】
　機密印刷媒体以外の印刷途中の印刷媒体については、取り出しが許容されてもよいし、
禁止されてもよい。一つの態様では、利便性等の観点より、禁止部５３は、機密印刷媒体
が印刷装置１内に存在する場合、機密印刷媒体の取り出しを禁止し、それ以外の印刷途中
の印刷媒体については取り出しを許容する。例えば、禁止部５３は、印刷装置１の複数の
扉のうち、開くことにより当該機密印刷媒体の取り出しが可能となる特定の扉の開操作を
禁止する。例えば、禁止部５３は、印刷装置１で紙詰まりが発生した場合、印刷装置１内
に機密印刷媒体が存在するとき、印刷装置１の複数の扉のうち、開くことにより当該機密
印刷媒体の取り出しが可能となる特定の扉の開操作を禁止する。また、別の態様では、構
成の簡素化等の観点より、禁止部５３は、機密印刷媒体が印刷装置１内に存在する場合、
機密印刷媒体を含む全ての印刷途中の印刷媒体の取り出しを禁止する。例えば、禁止部５
３は、印刷装置１で紙詰まりが発生した場合、印刷装置１内に機密印刷媒体が存在すると
き、開くことにより印刷媒体の取り出しが可能となる全ての扉の開操作を禁止する。
【００４１】
　複数の機密印刷媒体が印刷装置１内に存在する場合、本実施の形態では、禁止部５３は
、当該複数の機密印刷媒体の全てについて、印刷装置１から取り出すための操作を禁止す
る。ただし、複数の機密印刷媒体が印刷装置１内に存在する場合、当該複数の機密印刷媒
体の一部について、印刷装置１から取り出すための操作を禁止する構成も可能である。
【００４２】
　紙詰まりした機密印刷媒体の除去における機密情報の漏洩を防止する観点より、一つの
態様では、禁止部５３は、少なくとも印刷装置１で機密印刷媒体の紙詰まりが発生した場
合に、少なくとも印刷装置１から当該機密印刷媒体を取り出すための操作を禁止する。
【００４３】
　禁止解除部５４は、特定の利用者の認証情報が入力されると、上記禁止部５３による禁
止を解除する。
【００４４】
　「特定の利用者」は、機密印刷媒体を取り出すための操作を行うことが認められた利用
者である。「特定の利用者」は、適宜に決められればよいが、例えば、機密印刷媒体に係
る印刷要求を行った利用者や、当該利用者が属する集団（会社や会社内のグループ等）の
構成員（会社員やグループのメンバー等）などである。
【００４５】
　「特定の利用者の認証情報」は、特定の利用者を認証するための情報であり、例えば、
暗証番号、パスワード、指紋等のバイオメトリクス情報、ＩＣ（Integrated Circuit：集
積回路）カードに格納された情報などが挙げられる。
【００４６】
　禁止解除部５４は、適宜の方法により認証情報の入力を受け付けることができる。例え
ば、禁止解除部５４は、入力部２０を介して利用者から認証情報の入力を受け付けてもよ
いし、通信部３０を介して情報処理装置２から認証情報の入力を受け付けてもよい。
【００４７】
　禁止解除部５４は、例えば、認証情報の入力を受け付けると、当該入力された認証情報
と所定の認証情報とを照合し、両者が一致した場合に、特定の利用者の認証情報が入力さ
れたと判断する。ここで、上記所定の認証情報としては、例えば、印刷要求元の利用者に
対応付けて予め設定されている認証情報、印刷要求元の情報処理装置２に対応付けて予め
設定されている認証情報、印刷要求に係る文書に対応付けて予め設定されている認証情報
などがある。また、上記所定の認証情報は、例えば、印刷要求時に利用者により指定され
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てもよいし、印刷装置１内の記憶装置に予め登録されてもよい。
【００４８】
　機密印刷媒体を取り出すための操作の禁止を解除することは、適宜の方法により実現可
能である。一つの態様では、禁止解除部５４は、電磁ソレノイドや電動モータ等の駆動装
置（アクチュエータ）を制御して、機密印刷媒体を取り出すための操作の禁止を解除する
。例えば、禁止解除部５４は、電磁ソレノイドを制御することにより、開くことで機密印
刷媒体の取り出しが可能となる扉にかけられた鍵を解除する（アンロックする）。
【００４９】
　本実施の形態では、印刷装置１は、当該印刷装置１内の印刷媒体を取り出すための操作
を禁止する禁止状態と、当該印刷装置１内の印刷媒体を取り出すための操作を許容する許
容状態とを有する機構６０を備える。この機構６０は、禁止状態から許容状態への遷移お
よび許容状態から禁止状態への遷移が通電により可能であり、禁止状態および許容状態が
無通電で保持されるものである。そして、禁止部５３は、機密印刷媒体が印刷装置１内に
存在する場合に、機構６０を禁止状態に遷移させ、禁止解除部５４は、特定の利用者の認
証情報が入力されると、機構６０を許容状態に遷移させる。図２は、機構６０の一例を示
す概略図である。図２において、機構６０は、印刷装置１の筐体１ａ側に設けられた自己
保持型ソレノイド（キープソレノイドとも呼ばれる）６１と、印刷装置１の扉１ｂ側に設
けられた可動鉄芯受け入れ部材６２とを含んで構成されている。当該構成では、自己保持
型ソレノイドの可動鉄芯６１ａが通電により開放状態にされて可動鉄芯受け入れ部材６２
の挿入孔６２ａに挿入されることによって、扉１ｂがロックされ、許容状態から禁止状態
に遷移する。また、自己保持型ソレノイドの可動鉄芯６１ａが通電により吸引されて可動
鉄芯受け入れ部材６２の挿入孔６２ａから抜き出されることによって、扉１ｂがアンロッ
クされ、禁止状態から許容状態に遷移する。上記の禁止状態および許容状態は、自己保持
型ソレノイド６１の機能により無通電で保持される。なお、図２は許容状態を示している
。機構６０は、上記構成に限られず、他の構成であってもよい。例えば、機構６０は、螺
子をモータで回して筐体に扉を螺子止めしたり、当該螺子をモータで逆に回して螺子止め
を解除したりする構成であってもよい。
【００５０】
　表示制御部５５は、禁止部５３により機密印刷媒体を取り出すための操作が禁止された
場合に、その旨を示す情報を所定の表示装置に表示させる。この場合、表示制御部５５は
、認証情報の入力を促す画面を表示させてもよい。上記所定の表示装置としては、例えば
、印刷装置１の表示部１０や、情報処理装置２の表示装置などが挙げられる。
【００５１】
　ところで、機密印刷媒体の紙詰まりが発生して禁止部５３により当該機密印刷媒体を取
り出すための操作が禁止された場合、特定の利用者の認証情報が入力されるまで紙詰まり
が解消されない。したがって、上記の場合に、上記機密印刷媒体に係る印刷要求に先行す
る印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が印刷装置１内に存在すると、上記先行する印刷要
求の実行の完了に比較的長い時間が掛かってしまう。そこで、本実施の形態では、印刷要
求実行部５２により印刷要求を実行させる際は、機密印刷媒体に係る印刷要求に先行する
印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が印刷装置１内に存在しないように、上記２つの印刷
要求を間隔を空けて印刷装置１に実行させる。例えば、印刷要求実行部５２は、機密印刷
媒体の紙詰まりが発生し当該機密印刷媒体を取り出すための操作が禁止された場合に、当
該機密印刷媒体に係る印刷要求に先行する印刷要求に係る印刷途中の印刷媒体が印刷装置
１内に存在しないように、上記２つの印刷要求を間隔を空けて印刷装置１に実行させる。
例えば、印刷要求実行部５２は、先行する印刷要求の実行が完了した後に、機密情報を含
む印刷要求の実行を開始させる。
【００５２】
　上記２つの印刷要求の要求元（印刷要求を行った利用者や装置）が互いに異なる場合に
は、上記先行する印刷要求を行った利用者は、機密印刷媒体に係る印刷要求を行った他の
利用者等による認証情報の入力を待たなければならない。一方、上記２つの印刷要求の要
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求元が互いに同じである場合には、そのような事態が生じない。そこで、本実施の形態で
は、印刷要求実行部５２は、上記２つの印刷要求の要求元が互いに異なる場合に、上記間
隔を空けて実行させる処理を行う。また、印刷要求実行部５２は、上記２つの印刷要求の
要求元が互いに同じである場合には、上記間隔を空けて実行させる処理を行わない。ここ
で、上記間隔を空けて実行させる処理を行わない場合、２つの印刷要求の実行の間隔は、
例えば、画像形成プロセスの都合などを考慮して決められる通常どおりの間隔である。
【００５３】
　上記印刷要求を間隔を空けて実行させる処理は、印刷の生産性の観点より、なるべく実
行されないのが良い。そこで、本実施の形態では、印刷要求実行部５２は、同一の要求元
からの機密情報を含む少なくとも２つの印刷要求が存在し、要求順において上記機密情報
を含む２つの印刷要求の間に他の要求元からの印刷要求が存在する場合、上記機密情報を
含む２つの印刷要求が続けて実行されるように印刷要求の処理の順序を入れ替える。例え
ば、印刷要求実行部５２は、図３に示されるように、印刷要求の処理の順序を入れ替える
。
【００５４】
　なお、印刷要求実行部５２は、機密情報を含む印刷要求の後続の印刷要求を、機密情報
を含む印刷要求の実行が完了した後に開始させるようにしてもよい。
【００５５】
　以下、本実施の形態に係る印刷装置１の構成および動作について、より具体的な一例を
説明する。
【００５６】
　図４は、本実施の形態に係る印刷装置１の印刷に関する構成の一例を示す概略図である
。以下、図４を参照して、印刷部４０の構成の一例を説明する。
【００５７】
　図４において、印刷部４０は、それぞれイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ
）、ブラック（Ｋ）の画像を形成する画像形成ユニット７１Ｙ、７１Ｍ、７１Ｃ、７１Ｋ
を備えている。また、印刷部４０は、複数の懸架ローラ７２に懸架された、図４の矢印Ａ
方向に回転する無端ベルト状の中間転写体７３を備えている。画像形成ユニット７１Ｙ、
７１Ｍ、７１Ｃ、７１Ｋは中間転写体７３の回転方向に沿って所定の間隔で配置されてい
る。なお、図４では、符号の末尾に色を示すアルファベット（Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ）が付与さ
れているが、以下の説明では、特に色を区別しない場合、この符号末尾のアルファベット
を省略することとする。
【００５８】
　画像形成ユニット７１は、図４の矢印Ｂ方向に回転する円筒状の感光体７４と、当該感
光体７４の表面を一様に帯電させる帯電器７５と、一様に帯電された感光体７４上に画像
データに基づく光ビームを照射して静電潜像を形成する露光器７６と、当該静電潜像をト
ナーによって現像してトナー像を形成する現像器７７と、当該トナー像を中間転写体７３
に転写する一次転写器７８とを含む。
【００５９】
　上記構成を有する４色の画像形成ユニット７１Ｙ，７１Ｍ，７１Ｃ，７１Ｋにより、中
間転写体７３上には、４色のトナー像が重ねられたトナー像（以下、「最終トナー像」と
称する）が形成される。
【００６０】
　一次転写器７８により転写が行われる４箇所の一次転写位置よりも中間転写体７３の回
転方向下流側には、中間転写体７３上の最終トナー像を印刷媒体Ｐ上に転写する二次転写
器７９が配置されている。
【００６１】
　二次転写器７９により転写が行われる二次転写位置Ｔよりも印刷媒体Ｐの搬送方向（図
４の矢印Ｃ方向）下流側には、印刷媒体Ｐ上の未定着の最終トナー像を当該印刷媒体Ｐに
定着させる定着器８０が配置されている。
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【００６２】
　定着器８０により定着が行われる定着位置Ｆよりも印刷媒体Ｐの搬送方向下流側には、
最終トナー像が定着された印刷媒体Ｐに対して所定の後処理を施す後処理装置８１が配置
されている。ここで、上記所定の後処理としては、例えば、ホチキス留め（ステープル）
、穴あけ（パンチ）、挿入紙の挿入、表紙付けなどがある。なお、この後処理装置８１は
、省略されてもよい。
【００６３】
　後処理装置８１の後段には、印刷媒体Ｐが排出される排出トレイ８２が配置されている
。セキュリティの観点より、一つの態様では、排出トレイ８２は、特定の利用者（例えば
印刷要求を行った利用者）だけが当該排出トレイ８２に排出された印刷媒体Ｐを取り出す
ことができるように構成されている。例えば、排出トレイ８２は、当該排出トレイ８２内
の印刷媒体の取り出しを可能／不可能にするロック機構を備えており、制御部５０は、機
密情報が印刷された印刷媒体が排出トレイ８２内に存在する場合に、当該排出トレイ８２
にロックをかけておき、特定の利用者の認証情報が入力されると、当該排出トレイ８２の
ロックを解除する。
【００６４】
　上記印刷媒体Ｐの搬送機構について説明する。印刷装置１は、画像形成前の印刷媒体Ｐ
を収容する給紙トレイ８５を有する。給紙トレイ８５に収容されている印刷媒体Ｐは、ピ
ックアップローラ８６によって取り出され、１以上の搬送ローラ（不図示）等によって搬
送経路Ｒ（図４の破線）を搬送される。搬送経路Ｒは、印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔ、定
着位置Ｆ、および後処理装置８１を順に通過し、最終的に排出トレイ８２に排出されるよ
うに設定されている。また、搬送経路Ｒには、印刷媒体Ｐの有無または通過を検知するセ
ンサ（以下、「用紙センサ」と称す）が配置されている。図４には、二次転写位置Ｔの直
前に配置された用紙センサ８８と、定着位置Ｆの直後に配置された用紙センサ８９と、排
紙位置（排出トレイ８２の直前）に配置された用紙センサ（排紙センサとも呼ばれる）９
０とが示されている。制御部５０は、用紙センサの検知信号等に基づき、ピックアップロ
ーラ８６や搬送ローラなどを制御することにより、印刷媒体Ｐの搬送を制御する。また、
制御部５０は、用紙センサの検知信号等に基づき、印刷媒体Ｐの紙詰まりを検知する。
【００６５】
　次に、本実施の形態に係る印刷装置１の動作について、禁止処理に関する動作、禁止解
除処理に関する動作、および機密文書の印刷要求の実行を開始する際の動作に分けて具体
的に説明する。なお、ここでは、印刷装置１は、図５に示されるように、給紙トレイ８５
から定着位置Ｆまでの搬送経路に存在する印刷媒体を取り出すための扉Ｄ１と、後処理装
置８１内の搬送経路に存在する印刷媒体を取り出すための扉Ｄ２と、扉Ｄ１，Ｄ２の各々
をロック／アンロックする機構とを有するものとする。
【００６６】
　図６は、禁止処理に関する動作の一例を示すフローチャートである。以下、図６に従っ
て、禁止処理に関する動作の一例を説明する。なお、ここでは、１または複数ページから
なる機密文書を印刷する場合について説明する。ここで、機密文書は、例えば、機密指定
された電子文書や、機密情報を含むと判定された電子文書などである。
【００６７】
　制御部５０は、用紙センサ８８の検知信号に基づき、機密文書の最初のページに対応す
る印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに到達したか否かを判断し（Ｓ１１）、当該印刷媒体Ｐが
二次転写位置Ｔに到達するまで待機する（Ｓ１１：ＮＯ）。そして、制御部５０は、当該
印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに到達すると（Ｓ１１：ＹＥＳ）、扉Ｄ１およびＤ２をロッ
クする（Ｓ１２）。
【００６８】
　ついで、制御部５０は、用紙センサ９０の検知信号に基づき、機密文書の最後のページ
に対応する印刷媒体Ｐが排出トレイ８２に排出されたか否かを判断し（Ｓ１３）、当該印
刷媒体Ｐが排出されるまで待機する（Ｓ１３：ＮＯ）。そして、制御部５０は、当該印刷
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媒体Ｐが排出されると（Ｓ１３：ＹＥＳ）、扉Ｄ１およびＤ２のロックを解除する（Ｓ１
４）。
【００６９】
　上記扉Ｄ１およびＤ２のロック状態およびアンロック状態は、無通電で保持される。こ
のため、紙詰まりが発生して印刷動作が停止した場合や、電源が切られた場合でも、扉Ｄ
１およびＤ２のロック状態およびアンロック状態は維持される。
【００７０】
　図７は、禁止処理に関する動作の別の一例を示すフローチャートである。以下、図７に
従って、禁止処理に関する動作の別の一例を説明する。なお、ここでは、１または複数ペ
ージからなる機密文書を印刷する場合について説明する。また、図７において、左のフロ
ーチャートは扉Ｄ１についての制御を示し、右のフローチャートは扉Ｄ２についての制御
を示し、これら２つのフローチャートにより示される制御は並行して行われる。
【００７１】
　制御部５０は、用紙センサ８８の検知信号に基づき、機密文書の最初のページに対応す
る印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに到達したか否かを判断し（Ｓ２１）、当該印刷媒体Ｐが
二次転写位置Ｔに到達するまで待機する（Ｓ２１：ＮＯ）。そして、制御部５０は、当該
印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに到達すると（Ｓ２１：ＹＥＳ）、扉Ｄ１をロックする（Ｓ
２２）。
【００７２】
　ついで、制御部５０は、用紙センサ８９の検知信号に基づき、機密文書の最後のページ
に対応する印刷媒体Ｐが定着位置Ｆを通過したか否かを判断し（Ｓ２３）、当該印刷媒体
Ｐが定着位置Ｆを通過するまで待機する（Ｓ２３：ＮＯ）。そして、制御部５０は、当該
印刷媒体Ｐが定着位置Ｆを通過すると（Ｓ２３：ＹＥＳ）、扉Ｄ１のロックを解除する（
Ｓ２４）。
【００７３】
　また、制御部５０は、用紙センサ８９の検知信号に基づき、機密文書の最初のページに
対応する印刷媒体Ｐが後処理装置８１に到達したか否かを判断し（Ｓ２５）、当該印刷媒
体Ｐが後処理装置８１に到達するまで待機する（Ｓ２５：ＮＯ）。そして、制御部５０は
、当該印刷媒体Ｐが後処理装置８１に到達すると（Ｓ２５：ＹＥＳ）、扉Ｄ２をロックす
る（Ｓ２６）。
【００７４】
　ついで、制御部５０は、用紙センサ９０の検知信号に基づき、機密文書の最後のページ
に対応する印刷媒体Ｐが排出トレイ８２に排出されたか否かを判断し（Ｓ２７）、当該印
刷媒体Ｐが排出されるまで待機する（Ｓ２７：ＮＯ）。そして、制御部５０は、当該印刷
媒体Ｐが排出されると（Ｓ２７：ＹＥＳ）、扉Ｄ２のロックを解除する（Ｓ２８）。
【００７５】
　上記扉Ｄ１およびＤ２のロック状態およびアンロック状態は、無通電で保持される。こ
のため、紙詰まりが発生して印刷動作が停止した場合や、電源が切られた場合でも、扉Ｄ
１およびＤ２のロック状態およびアンロック状態は維持される。
【００７６】
　なお、上記２つの例では、最初のページに対応する印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに到達
した時点で扉のロックを開始しているが、これより前の段階でロックを開始してもよい。
例えば、最初のページに対応する印刷媒体Ｐがピックアップローラ８６によって取り出さ
れる時点でロックを開始してもよい。
【００７７】
　図８は、禁止解除処理に関する動作の一例を示すフローチャートである。以下、図８に
従って、禁止解除処理に関する動作の一例を説明する。なお、当該動作は、扉Ｄ１および
Ｄ２の一方または両方がロックされた状態で紙詰まりが発生した場合、および扉Ｄ１およ
びＤ２の一方または両方がロックされた状態で電源が切られ再度電源が投入された場合に
実行される。
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【００７８】
　制御部５０は、扉がロックされている旨のメッセージおよび認証情報の入力を促すメッ
セージを表示部１０に表示させる（Ｓ３１）。そして、制御部５０は、入力部２０を介し
て認証情報が入力されるまで待機する（Ｓ３２：ＮＯ）。制御部５０は、認証情報が入力
されると（Ｓ３２：ＹＥＳ）、当該認証情報と予め設定されている認証情報とを照合し、
両者が一致するか否かを判断する（Ｓ３３）。
【００７９】
　そして、両者が一致しないと判断された場合には（Ｓ３３：ＮＯ）、ステップＳ３２に
戻り、両者が一致すると判断された場合には（Ｓ３３：ＹＥＳ）、扉のロックを解除する
（Ｓ３４）。
【００８０】
　図９は、機密文書の印刷要求の実行を開始する際の動作の一例を示すフローチャートで
ある。以下、図９に従って、機密文書の印刷要求の実行を開始する際の動作の一例を説明
する。
【００８１】
　制御部５０は、用紙センサ９０の検知信号に基づき、機密文書の印刷要求に先行する印
刷要求に係る最後のページが排出されたか否かを判断し（Ｓ４１）、当該最後のページが
排出されるまで待機する（Ｓ４１：ＮＯ）。そして、制御部５０は、当該最後のページが
排出されると（Ｓ４１：ＹＥＳ）、機密文書の最初のページに対応する印刷媒体Ｐをピッ
クアップローラ８６により取り出し、機密文書の印刷処理を開始する（Ｓ４２）。
【００８２】
　なお、上記の例では、先行する印刷要求の最後のページが排出された時点で機密文書に
係る印刷媒体Ｐの搬送を開始しているが、先行する印刷要求の最後のページが排出された
時点またはその後に機密文書に係る印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに進入するように印刷媒
体Ｐの搬送タイミングを制御してもよい。
【００８３】
　また、例えば、後処理装置８１の前段階で紙詰まりが発生した場合に後処理装置８１内
の印刷媒体Ｐが排出される構成であれば、先行する印刷要求の最後のページが定着位置Ｆ
を通過した時点またはその後に、機密文書に係る印刷媒体Ｐが二次転写位置Ｔに進入する
ように印刷媒体Ｐの搬送タイミングを制御してもよい。
【００８４】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲内で種々変更することができる。例えば、制御部５０の機能の一部または全部は、
印刷装置１と物理的に別体の装置により実現されてもよい。例えば、制御部５０は、有線
または無線により印刷装置１と通信することにより当該印刷装置１を制御するものであっ
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】実施の形態に係る印刷装置の機能構成の一例を示すブロック図である。
【図２】印刷媒体を取り出すための操作を禁止する禁止状態と許容する許容状態とを有し
、両状態間の遷移が通電により可能であり、両状態が無通電で保持される機構の一例を示
す概略図である。
【図３】印刷要求の処理の順序の入れ替えの一例を示す図である。
【図４】実施の形態に係る印刷装置の印刷に関する構成の一例を示す概略図である。
【図５】実施の形態に係る印刷装置の構成の一例を示す外観図である。
【図６】禁止処理に関する動作の一例を示すフローチャートである。
【図７】禁止処理に関する動作の別の一例を示すフローチャートである。
【図８】禁止解除処理に関する動作の一例を示すフローチャートである。
【図９】機密文書の印刷要求の実行を開始する際の動作の一例を示すフローチャートであ
る。



(13) JP 4858141 B2 2012.1.18

【符号の説明】
【００８６】
　１　印刷装置、１０　表示部、２０　入力部、３０　通信部、４０　印刷部、５０　制
御部、５１　印刷要求受付部、５２　印刷要求実行部、５３　禁止部、５４　禁止解除部
、５５　表示制御部、６０　機構。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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